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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

営農再開地域のカンショ栽培では、定植直後のカラス等による苗の抜き取り、⽣育初期のウ
サギ等による⾷害、収穫前のイノシシやアライグマ等による⾷害が懸念されている。そこで、
くぐれんテグス君と電気柵を設置したところ、カンショの⿃獣被害を防⽌することができた。 
                                                

（１） 防護柵は、周囲を防⿃ネットで囲い、テグスを取り付けたダンポールを、1m 間隔に設置し
た（くぐれんテグス君、図 1）。さらに、防⿃ネットの外側にイノシシ⽤電気柵（⾼さ 20
㎝、40 ㎝）を設置した（図 2）。 

（２） 50m×150m のほ場で⾼さ 3m の機械作業を想定した資材費⽤は、100ｍ当たり約 8.4 万円
（防⿃施設：5.7 万円、電気柵：2.6 万円）となる（表 1）。ただし、短辺と⻑辺の差が⼩さ
ければ 100m 当たりの単価は⼩さくなる。 

（３） くぐれんテグス君及び電気柵を設置したカンショほ場では、⿃獣被害は認められなかった。 
（４） 他品⽬の露地栽培にも応⽤できる。 

 
２ 期待される効果 

（１） カンショ栽培における⿃獣被害対策に活⽤できる。 
 
３ 活⽤上の留意点 

（１） くぐれんテグス君は、（国研）農研機構 中央農業研究センター ⾍･⿃獣害研究領域 ⿃獣害
グループが 2013 年に開発した。 

（２） 防護柵の⾼さと設置ルートは、使⽤機械の⾼さと旋回スペースを考慮して決定する。なお、
ほ場への出⼊⼝は、短辺側にすることが望ましい。 

（３） 定期的に⾒回りを⾏い、テグス間隔の広がりや垂れ下がりを修正する。 
 
 



 

Ⅱ 具体的データ等 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ その他 
１ 執筆者         ⼩野 司 

２ 実施期間        令和 2 年度 
３ 主な参考⽂献・資料  果樹園のカラス対策「くぐれんテグス君」設置マニュアル（国研）農研

機構 中央農業研究センター ⾍･⿃獣害研究領域 ⿃獣害グループ 

図１ 防⿃ネットの上部にテグスを設置
（くぐれんテグス君） 

図 2 ⿃獣被害防⽌柵の概略図 

表 1 ⿃獣被害防⽌柵に必要な 100m 当たりの資材費⽤ 


